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研究成果の概要：中国北方で使用される、消滅の危機に瀕したモンゴル系言語、シネヘン・ブ 
リヤート語・ハムニガン・モンゴル語を研究対象とした現地調査を実施した。音韻・文法の総

合的記述の完成をめざすため、これまでの調査で把握できなかった文法項目に関して重点的に

調査した。総合的記述をおこなうことで、当該言語の変化の様態を示すとともに、調査によっ

て得られた一次資料（音声・映像資料）について、汎用性を高めるべく加工することをめざし

た。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2007 年度 1,320,000 1,320,000 

2008 年度 1,350,000 405,000 1,755,000 

年度  

年度  

  年度  

総 計 2,670,000 405,000 3,075,000 

 
 
研究分野：言語学（記述言語学） 
科研費の分科・細目：言語学・言語学 
キーワード：危機・少数言語、モンゴル諸語、言語記述、言語変容 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 代表者がこれまで継続的に調査・研究の対
象としてきたモンゴル系言語、シネヘン・ブ
リヤート語およびハムニガン・モンゴル語は、
それぞれモンゴル系のブリヤート、ツングー
ス系のハムニガンと呼ばれる民族集団によ
って使用される言語である。両言語は、話者
の移住に伴う言語変容がおこったが、その詳
細については明らかとはなっていなかった。
シネヘン・ブリヤート語に関しては中国語の
影響を受け、近年大きく変容を遂げつつある

が、世界的にみても研究者がいない。また、
ハムニガン・モンゴル語は若干の先行研究が
公表されているが、現時点で調査・研究をお
こなっている研究者がやはり不在となって
いる。さらに、両言語は母語話者も次第に減
りつつあることから、その変容の度合いをは
かるための総合的記述と音声資料の保存が
急務とされてきた。 
 
 
 
 



２．研究の目的 
 
 上記の背景をうけ、本研究では 
 
(1)ふたつの言語の総合的記述、 
(2)音声資料の分析と公開、 
(3)言語変容の記述 
 
という 2-3 点の達成をめざした。 
 (3)に関しては実質的には研究期間後に記
述を進めることをめざし、その前提資料とな
る (1)、(2)に重点をおいて研究をすすめた。 
 
(1)総合的記述 
 これまで詳細な文法記述が公表されてい
ないシネヘン・ブリヤート語、ハムニガン・
モンゴル語について、音韻および文法の概要
を記述する。 
 
(2)音声資料の加工と公開 
 これまでの現地調査によって得られたシ
ネヘン・ブリヤート語およびハムニガン・モ
ンゴル語の一次資料（音声・映像資料）につ
いて、他の研究者にも提供できるようなかた
ちで加工し、オンラインで公開することをめ
ざす。 
 
 
３．研究の方法 
 上記(1)(2)についての研究方法は以下のと
おりである。 
 
(1)代表者がこれまで蓄積してきた資料にく
わえ、研究期間中に現地調査を実施する。そ
れらをもとに総合的な記述をおこなう。総合
的記述にあたっては、分析が不十分であった
ヴォイスおよびモダリティに関する項目を
重点的に調査することで、これまでの研究成
果を補完し、より充実した詳細な総合的記述
を完成させる。 
 
(2)代表者がこれまで紙媒体で発表したテキ
スト資料のもととなる音声資料について、音
声分析ソフト Transcriber および形態分析ソ
フト SIL Toolbox を用いて分析、文字化をお
こなう。こうした技術の共有・補完に関して
は、記述言語学に従事する若手研究者による
オンラインコミュニティ Fieldling による協
力体制を活用する。完成したテキスト資料を
音声資料と合成し、オンライン公開をおこな
う。 
 
 
４．研究成果 
 上記目的に基づき、研究期間内に合計 2 回
にわたる現地調査を実施し、一定の成果を得
ることができた。(1),(2)それぞれに関する研

究成果は以下のとおりである。 
 
(1)総合的記述に関して 
 
①2007 年度 
 春季に現地調査をおこない、シネヘン・ブ
リヤート語のあらたな音声資料の収集と文
法事項（とくにヴォイス）に関する調査を実
施した。同時に、調査資料にもとづいて当該
言語の旧来の品詞分類に対する評価と再検
討をこころみた。旧来の品詞分類は形態的観
点にもとづく客観的基準を有しているが、言
語変容によってそぐわない点がみられるこ
とを指摘し、むしろ類型的観点に立てばこの
分類が有効とは言えず、意味的側面も場合に
よっては考慮する必要があるとの結論に達
した。 
 ハムニガン・モンゴル語については、総合
的記述（音韻・文法の概略）を雑誌論文のか
たちで公開した。 
 
②2008 年度 
 夏季に現地調査をおこない、シネヘン・ブ
リヤート語のあらたな音声資料の収集と文
法事項に関する調査を実施した。2008 年度
も前年度に引き続きヴォイスに関しての聞
き取りを継続するとともに、モダリティに関
わるクリティック（倚辞）の調査を同時にす
すめた。クリティックについては、とくにそ
の定義について代表者がこれまで継続して
注目しているが、モダリティに関わるクリテ
ィックには旧来の定義から外れる要素も存
在することが調査によって明らかとなった。
今後、より精査したうえでクリティックをど
のように定義すべきか、再検討をおこないた
い。 
 またさらに、前年度検討したシネヘン・ブ
リヤート語の品詞分類についても、他言語に
おける品詞分類のありかたとの対照を通じ
た再検討をおこなった。「品詞分類」という、
文法記述においてそれほど大きく問題視さ
れることがなかった事項の検討は、実際には
不十分な点を多く有しており、かつ他言語と
の対照をつうじて問題が大きく見出される。
この点については他言語の記述研究に従事
する国内研究者とともに議論し、その成果を 
雑誌論文として公表した。 
 
③成果の位置づけとインパクト 
 ハムニガン・モンゴル語の総合的記述は、 
 
A.日本語によって著された初の研究成果で
ある点、 

B.海外の研究者による伝統的なモンゴル語
学に立脚した視点とは異なり、言語類型論
的観点に基づいた視点からの記述である
点 



 
において、特色あるものとなっている。ただ
し、Aについては国内のモンゴル系言語研究
においては一定の評価が得られるものの、国
外の研究者に対するアピールが弱い。今後は
これを英文に改め、公開することをめざして
いく。 
 シネヘン・ブリヤート語については、詳細
な総合的記述の公開はかなわなかった。しか
し、品詞分類に関する問題について調査結果
に基づき雑誌論文として成果を公表するこ
とができた。シネヘン･ブリヤート語の品詞
分類に関する論文は、他言語を対象とした品
詞分類に関わる（他の研究者による）論考と
ともに公表されている。言語記述において、
従来品詞分類は当然あるべきものとしてと
らえられてきたが、果たして通言語的な品詞
分類基準をたてることが可能かどうかを検
討するための一論考として重要な成果であ
るととらえている。 
 研究期間中に公表が間に合わなかったシ
ネヘン・ブリヤート語の総合的記述は、今後、
英文による公開を予定している。 
 
 
(2)音声資料の分析と公開に関して 
 
①2007 年度 
 これまでの研究の中で収集したシネヘ
ン・ブリヤート語音声資料のデジタル化・文
字化・データベース化を重点的に行った。こ
れらは資料の恒久的保存とアーカイブ構築
のための基礎的作業であり、今後の当該言語
の記述研究を進めていく上で欠かせないも
のである。とくにデジタル化・データベース
化に関しては、ワークショップでの海外研究
者との情報交換によって、汎用性を高めるた
めのデータベース構築（メタデータの構築法、
音声記述ソフト Transcriber による音声資料
の文字化、形態分析ソフト Toolbox によるテ
キスト処理）の技術的知識を得たことで、デ
ータを効率よく加工・処理することが可能と
なった。 
 
②2008 年度 
 前年度にデジタル化・文字化・データベー
ス化した研究資料（シネヘン・ブリヤート語
一次資料）について、引き続き音声記述ソフ
ト Transcriber および形態分析ソフト
SILToolbox を用いて汎用性を高めるべく加
工・処理をおこなった。現在、日本語訳に関
してはその一部を代表者ホームページにて
公開するに至っている。関連して、資料公開
について日本国内の他の研究者と連携し、オ
ンラインによる情報共有をおこなうことの
重要性を議論し、その成果を国際学会（1st 
International Conference on Language 

Documentation and Conservation）にて発
表した。 
 
③成果の位置づけとインパクト 
 当初の計画では音声資料とテキスト資料
とを合成した資料のオンライン公開を目指
していたが、Unicode への対応が遅れたこと
もあり、完成した形での年度内の公開はかな
わなかった。 
 ただし、これまで蓄積した一次資料のうち
の多くを、現地調査における母語話者からの
協力を得ながら、研究期間中に文字化するこ
とができた。研究対象言語は国内外ともに研
究者がほとんどいない状況にあるため、これ
らの資料の公開は今後、できるかぎり早急に
おこなっていきたい。なお、資料の文字化、
現地調査の手法に関してはオンラインコミ
ュニティである Fieldling による協力体制が
有益となった。 
 
 
 全体を通じて総括すると、(1)に関しては当
初の目的をおおよそ達成できたものの、(2)
に関しては当初の目的を下回る成果となっ
たといえる。ただし、資料の構築は本来多大
な時間と労力を費やす必要があるため、今後
も継続的に処理をおこない、逐次公開を目指
していく。 
 そのための準備段階として、本研究期間で
は技術的知識を獲得することができた。この
ように資料公開のためのインフラを整備で
きた点が、(2)におけるもっとも有益な成果と
いえる。 
 (1)に関しては、当初の目的をおおむね達成
した。シネヘン・ブリヤート語の総合的記述
については、研究期間内での公開は間に合わ
なかったが、すでに来年度中の公開の目途が
ついている。国外研究者への情報提供として
英文での執筆を予定しており、モンゴル系言
語の記述研究および言語類型論的研究にお
いて一定のインパクトを与えることができ
るととらえている。 
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